
文 献 解 題

南 方 仏 教 の 戒 律 の 聖 典

藤
書芸
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セイロン･ビルマ ･タイ国 ･カンボジア ･ラオス等

に現在行なわれている仏教は,チ-ラ･バーダ Thera

v豆daBuddhism と呼ばれ,長老派･上座部と訳され

ているが,北方に流伝した仏教に対して南方仏教とか

南伝仏教ということもある｡中国 ･日本等に伝わった

北方仏教が,大体において大乗仏教 Mah豆y豆naBud-

dhism であるのに対 し, 南方仏教を小乗仏教 Hin-

ay豆naBuddhism と呼ぶこともある｡ しかし,これ

は大乗仏教徒が名づけた呼称であるから,あまり用い

ない方がよい｡また,この南方仏教はほとんどすべて

パーリ語聖典によっているのでパーリ仏教 P豆liBud-

dhism とも総称される｡

いま東南アジア地域の仏教を概観すると,仏教は

B.C.3世紀に アショーカ王の子 (または弟)のマヒ

ンダ Mabindaによって, インドの東部からセイロ

ンに招来され,これが間もなく全島にひろまり,B.C.1

世紀に大寺派と無畏山寺派に分裂した｡第 3世紀に無

畏山寺派から南寺派が分立し,大寺派が正統派と目さ

れた, 第5世紀にブッダゴーシャ (Buddhagosa仏

育)やダンマパーラ (Dhammap豆1a)等の注釈家が

出て,経 ･律 ･論の三蔵の大部分に対する注釈書を完

成した｡ビルマ-の仏教の伝来は第4-5世紀と推定

され,1058年アノウラータ (Anawr豆ta)王のときに

正式に国教として上座部仏教が採用された｡タイ国は

第12世紀以来,公的に上座部仏教を受容し,1361年に

セイロンの大寺派を国教と定めた｡カンボジア ･ラオ

スは第14-15世紀にタイ国の勢力の侵入に伴って上座

部仏教が伝播 した｡ヴェトナム地域は,儒教 ･道教と

混成した仏教で,シナ仏教の系統が強いっカンボジア

地方は過去に繁栄したクメール民族の遺墳をのこすの

みで,アンコ-ル ･ワットは仏教芸術として有名であ

る｡ジャワ ･スマ トラ･マラヤ等には過去に栄えたい

わゆる南海仏教があったが,現在は回教徒におさえら

れ道鏡をのこすのみで,とくに第8-9世紀のジャワ

のボロボ ドゥルは有名である｡南方仏教は原始仏教の

伝統を保持し,パーリ三蔵のほか,多 くの注釈書 ･綱

要書 ･史書等があって,仏教史研究に不可欠の重要性

をもっているOまた戒律を厳守する実践性に特色があ

るので,ひとり南方仏教の研究のみならず,その地域

の社会全般の研究においても仏教の戒律についての知

識が必要である｡ここに南方仏教の戒律の聖典につい

て,いささか解説を試みる所以である｡

さて,南方仏教のこれらの文献は,わが国に釈訳さ

れて,南伝大蔵経と称しているが,これはパーリ語で

書かれたセイロン上座部に伝える経典に対する現代日

本の呼称で,本来は単にティピタカ(ti-pitaka三蔵)

という｡

セイロン上座部の所伝によれば,シャカ入滅後まも

なくマ-～カッサバ (Mah畠.kassapa摩討迦葉)等が

三蔵を結集し,アショーカ王の時,モッガリプッタテ

ィッサ (MoggaliputtaTissa)が更に結集し,また

論事 (Kath豆vatthu)を編し,王子マヒンダがこれを

セイロンに伝えたという｡しかし,現存の南伝大蔵経

は成立の年代を異にする典籍の集積であり,その最下

限は B.C.2-1世紀と考えられるっ

その内容は,

I.律蔵 Vinaya-pitaka

l. 経分別 Sutta-Vibha丘ga*

2. 鍵皮 Khandhaka*

3. 後篇 Pariv豆ra

Ⅲ.経蔵 Sutta-pitaka

l. 長都 Digha-nik豆ya*

2. 中部 Majjhima-nik豆ya*

3. 相応部 Sarpyutta-nik豆ya*
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4. 増上部 A丘guttara-nikaya*

5. 中部 Khuddaka-nik豆ya*

a.法句 Dhamma-pada*

b.薯 愉 Apad豆na

c. 自説 Udana

d.如是語 Itivuttaka*

e.経集 Sutta-nip云ta

f. 天宮事 Vim互na-vatthu

g.餓鬼事 Peta-vatthu

h.長老侶 Thera-gatha

i. 長老尼偶 Theri-gath豆

j. 本生 J豆taka

k. 義釈 Niddesa

l･ 無擬解道 Patisambhid豆Imagga

m.仏種姓 Buddha-varpsa

n･行所蔵 Cariya-pitaka

o.小論 Khuddaka-p亘tha

Ⅲ.論蔵 Abhidhamma-pitaka

l. 法集 Dhamma-sahgalli

2･ 分別 Vibhahga

3. 異論 Dhatu-kath豆

4. 双 Yamaka

5. 発趣 Patth豆na

6･ 人施設 Puggala-pa紬atti

7. 論事 Katha-vatthu

である｡このうち*印のあるものは漢訳大蔵経に類似

の典籍があるものである｡この大蔵経は B.C.1世紀

のはじめセイロンのアル ･ヴィ-ーラ等で注釈と共に

はじめて文字に写されたと伝えられるっまたビルマ ･

タイ国 ･カンボジアにおいても,それぞれの国の文字

で伝承され1), 近代にいたってタイ国 ･ビルマ ･セイ

ロン文字の活版印刷がなされ,イギリスでは1882年に

パー])聖典協会 P云1iTextSocietyが設立され,≡

蔵およびその注釈の大部分のローマ字校訂版 と英訳を

出版 し,日本では昭和10-16年に,高楠博士功績記念

会が全訳 して南伝大蔵経65巻70冊を出版 した｡ もちろ

ん,この中には若干の蔵外書 も含まれている｡蔵外の

1) ビルマのマンダレ一 ･ヒルの麓にあるクトドウ寺
には, ミン ･ドン王 Mindon(1853-78)が行な
った第五回結集のときできあがった仏教の経典を

729基の大理石に彫みつけたものが建てられてい
ろっこれが第六回結集の基本テキス トとなったっ

イーH.著 ｢ビルマ遊記｣仏教文化研究所刊,1957,参照｡

注釈には,三蔵の直接の注 atthakath豆,未注 (注の

注)tik豆,末注の注 anutik豆があり, その外,蔵外

E二は綱要書 ･史書もある｡近年この南伝大蔵経の索引

が水野弘元教授によって出版された｡なお三蔵の枚合

はしばしば行なわれて来たが,1954年から56年にかけ

てビルマのラングーンにおいて第六回聖典結集が行な

われたことは特筆すべきことである2)｡

その大蔵経の内容全般について解説することは容易

でないので,現在の南方仏教教団において実践せ られ

ている戒律の内容を知るために,その典拠となる律蔵

について述べておきたいと恩 うっ

1 律蔵 Vinaya-pitaka

律とはvinayaの訳で,諸の過悪を制伏除滅するこ

とを意味し,仏が制定せられたところの,比丘 (男子

の出家者)･比丘尼 (女子の出家者)の守るべき生活

規範,禁制のことであるO律では随犯随制といって,

仏弟子たる 出家が何か悪いことをなすたびに,仏が

｢今後同様の行為をなせば,何々の罰に処する｣とい

ましめることによって,出家教団の規定となったもの

で,律には必ず処罰の規定が付せられている｡ したが

って,それは他律的であり,また出家について制定せ

られたものである点に特色がある｡これらの点で,元

来は戒と区別せらるべきものであったが,後には混同

して用いられている｡

さて,三蔵の-としての律蔵は調伏蔵とか毘尼蔵と

もいわれ,教団の蛙を説いたものであるが,律蔵には

これから述べる南伝の律蔵 Yinaya-pitakaのほか,

漢訳の四分律 ･五分律 ･十詞律 ･摩討僧祇律など,お

よびチベット訳の律蔵がある｡律蔵は僧侶の日常生活

における禁制箇条たる学処 sikk豆padaと,教団の制

度や行事を解説したものである｡漢訳の律蔵でこれに

相当するものは,いわゆる広律で3), 四分律六〇巻,

2) 拙稿,ビルマ仏教の現状一第六回結集を中心とし
て-(塚本博士頚寿記念仏教史学論集所収)参照｡

3) 律蔵の内容は(I)比丘 ･比丘尼に対 して,それぞれ
の行為を行なうことを禁止 した条文,すなわち教
団の罰則 (波羅提木叉)と,それを禁じた由来因
縁,また犯した場合の罪の軽重などを詳説した部
分と,(2)教団の儀式作法や憎衆の生活,礼儀にか
なった起居動作などに関する具体的な諸規定を説
いた部分 (鍵皮)とからなるが,パーリ律では,
(3)後世付加されたと考えられる後篇 (政利婆羅)
があって,3部からなっている｡このように詳し
く説いた律を広律というのに対 し,(1)の条文のみ
をまとめたものを戎本 (波羅授木叉)という｡
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五分律三〇巻,十滴律六一巻,摩粛僧祇律四〇巻,お

よび根本説一切有部毘奈耶五〇巻等の有部律,鼻奈耶

十巻がある｡このうち前四はパーリ律と同じく内容も

完全で,古来これを四律と言う.西蔵律も広律にして

有部律に相当する｡これらはみな同一根幹から出たも

ので,大体の骨子は一致するが,伝承の部派の相違に

よって多少の変化を見たものである｡パーリ律は漢訳

律の中では四分律および五分律に最もよく合致する｡

このように諸派の律を伝える点は律蔵の-特色であっ

て,これが教団生活に最も実際的影響を及ぼしたから

である.そしてパーリ律蔵は,これらの諸律中,最も

よく整備しており,四分律 ･五分律と共に最も古い成

立と見られている｡

ちなみに,南伝大蔵経の律蔵の依用の底本は Her-

manOldenberg刊行本 (London,1881,1882,1929,

1880)で,過羅版を参照しているが,訳語は漢訳の訳

語を依用している｡

1. 経分別 Sutta-vibhadga

経分別は律蔵の本文骨子たる条文を中心として,そ

の成立の因縁 ･条文の字句の解釈 ･条文運用の実例等

を説くものである｡ 条文は比丘戒が227条,比丘尼戒

が311条からなっている｡これに対し,四分律は250戒

と348戒,五分律は251戒と370戒からなっている｡比

丘戒を説 く部分を大分別 Mah云vibhahga,比丘尼戒

を説 く部分を比丘尼分別 Bhikhunivibhahga とし,

比丘戒は227条の条文を波躍.夷 P孟r豆jika以下の八類

に分ち,比丘尼戒は七類に分っている｡

比丘戒を説 く大分別では波羅夷 p豆r豆jika,僧残法

Sarhgh豆disesa,不定法 aniyata,捨堕法 nissaggiya

p豆cittiya,波逸提法 p豆cittiya,提舎尼法 pitidesa-

niya,衆学法 sekhiya,滅評法adhikarapaSamatha

に分けて,詳しく説かれている｡

第-の波羅夷 p豆rajikaは比丘の極刑に相当する罪

であって, これを犯した者は比丘としての資格を失

い, 教団から追放される｡ たとえば比丘が姪欲に陥

り,女性と不浄な交わりをしたとき,たとえそれが畜

生と交わったときでも波羅夷罪として教団から追放さ

れる｡ その具体的な実例がいちいち明示されている

が,この不浄罪が第-波羅夷として最も重罪とされて

いる｡独身生活を条件とした比丘たちにとって,姪欲

の抑制は一番大切なことであることがわかる｡次に,

第二波羅夷は不与取戒といって,与えられざるものを

取る罪である｡第三披羅夷は人体戒といって,比丘が

故意に人体の生命を奪い,あるいはそのために殺具を

持つ者を求め,あるいは死を讃歎し死を勧むることで

ある｡第四披羅夷は上人法戒といって,比丘が禅定と

か解脱などの書法を知らないのに知っていると虚言妄

語した場合,それが増上慢であった場合を除いて波羅

夷となる｡これらの波羅夷でも,行為の結果よりその

動機が重視されていることは注目に値する｡

第二の僧残法 sarhgh豆disesaは波羅夷に次ぐ重罪

で,これを犯せば比丘としての資格は失わないが,六

昼夜別住 (摩都唾 m豆natta)を課せられる｡ この罪

を自白せず隠慮している場合は,その日数に応じて更

に別住を課せられ,その間は僧権を停止される｡語義

は sa血gha(僧団)豆di(初)sesa(後 ･残)の意で,

最初の別住から復権にいたるまですべて教団によって

処分され,個人または数人のなすべきことでないこと

を示している｡ ただし, 僧残という漢訳語は党本が

sarhgha-ava畠e!a(残余)となっているのを訳したも

ので,僧伽によって矯正すべき余地あり,比丘として

の生命なお残るの意に解している.それで僧残はパー

リ語の厳正な訳語ではないが,慣用的に用いられてい

る｡これに相当する行為は,比丘が故意に精液を出す

こと等,13条からなっている｡｢故意に不浄を滑せば,

夢中を除き僧残なり｣とあるが,ここでも故意である

か夢の中で不作為であるかが重視されている｡第二の

憎残は ｢何れの比丘と錐も欲情を起こし,恋心よりし

て女人と身相触れ,或は手を捉え,或は髪を捉え,或

は何れかの身分に触るれば僧残なり｣とある｡第三僧

残は ｢何れの比丘と雑も,欲情を起こし,恋心よりし

て女人に廉悪語を以て語るもの,即ち若き男子が若き

女子に向うが如 く,姪欲法を含む語を以て語れば僧残

なり｣とあり,廉悪語とは大小便道,姪欲法に関する

語のことである｡第四僧残は ｢何れの比丘と雄も,欲

情を起し恋心によりて,女人の前にて自己の為の姪欲

供養を讃歌して言わん,≠妹ょ,我の如き持戒者･具書

法者 ･発行者に,この法によりて供養する者は供養中

の第一なり〃とて姪欲法に結びつくれば僧残なり｣と

ある｡ 第五僧残は ｢何れの比丘と雄も, 媒介を行え

ば,即ち女人に男子の意中を, (或は)男子に女人の

意中を告げて, 或は夫婦たらしめ, 或は情人たらし

め,たとえ一時 (の関係者となす)と雄も僧残なり｣

とあるっ第六僧残は比丘が房舎を造る場合,その規定
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をおかした時,第七憎残は比丘が精舎を造る場合の禁

制である｡第八僧残は第一娯不葱戒といって,比丘が

他の比丘を悪慎不満の心を以て無根なるに披羅夷をお

かしたと誹諾する場合である｡第九僧残は第二暁不惑

戒といって, ｢何れの比丘と錐も,他比丘を悪慎不満

にて異事中の何等かの類似せるのみなる点を取りて､

披羅夷法をもって誹誘す｣とあるっ第十僧残は第-敬

憎戒で,｢何れの比丘と難も,和合僧を破らんと企て,
或は破僧に資する事件を取りて,公にして立たんに,

彼の比丘は諸比丘によりてかく言わるべきなり,≠尊

者よ,和合僧を破らんと企て,或は破僧に資する事件

を取りて,公にして立つことなかれ｡尊者,僧伽と和

合すべし｡げに僧伽は和合し相歓びて辞なく,同一教

を奉じて安隠に住するなりOと｡ かくの如 く彼の比

良,諸比丘によりて告げられ, (尚)その如 く固持す

れば,彼の比丘は諸比丘によりて三度諌告せらるべ

し｡そを捨てしむるために｡三度諌告せられて,そを

捨つれば可なり,捨てざれば僧残なり｣とある｡第十

一僧残は第二破僧戒で第十憎残に類するものである｡

第十二憎残は悪口戒,第十三僧残は汚家戒といって比

丘が村落において俗家を汚し,悪行をなし,諸比丘か

らそれを非難され,ここより去れと三度び諌告され,

それを捨つればよし,もし捨てなければ僧残であると

言われている｡以上が十三の僧残である｡

第三の不定法 aniyataとは不決定の罪であるO 比

丘が隠蔽されまたは隠蔽されない場所で婦人と坐って

いる時,信用しうる信者の目撃者の告ぐるところによ

って,その比丘は披羅夷あるいは僧残あるいは披逸提

罪となる｡これに2か条あって第-不定とは, ｢もし

比丘,女人と共に,独りにて秘密に可姪の昇処に坐せ

んに,可信優姿夷これを見出して,三法中の何れかを

説かん｡あるいは披羅夷,あるいは僧残,あるいは波

逸提なり｡比丘同坐を認むれば (その説 くところに随

い)三法中の何れかによりて処分せらるべし｡あるい

は波羅夷,あるいは僧残,あるいは波逸提によりて｡

あるいは又かの可信優姿夷の説 くところによりて,か

の比丘処分さるべし, これ不定法なりO｣と｡ その後

にそれぞれ詳しく,いろいろのケースが細かく区別さ

れ,それに応じて処分せらるべきことが述べられてい

る｡第二不定とは, ｢もし界坐に非ず,可姪の処たら

ず,面も女人に廉悪語を語るに適する処あり｡もしこ

の比丘,是の如き座に,女人と共に独りにて秘膚7に坐

せんに,可信優姿夷これを見出して,二法中の何れか

を説かんっあるいは僧残,あるいは婆逸提なり-｣と

ある｡

次に, 第四の捨堕法 nissaggiyap豆cittiyaとは,

衣服坐臥等の所有物につき,所定以上のものを所有し,

または不法態度のあった場合,その物品を僧団あるい

は他のものに提案して,憾悔すべき罪であって,30条

からなっている｡語義はnissaggiyaとは ｢捨てらる

べき｣の意,p豆cittiyaとは ｢賠償さるべき｣の意で

ある｡すなわち (財を)捨てて憾悔さるべしの意であ

る｡漢訳では尼薩音波逸提と音訳し,捨堕と意訳し,

堕 p豆tayantik豆 とは ｢地獄に堕せしむる罪｣なる意

とす｡このうち,はじめの三つは比丘の衣に関する規

定で,第四は ｢何れの比丘と錐も,非親里比丘尼をし

て,故衣を洗わしめ,染めしめ,打たしむれば,尼薩

膏披逸提なり｣と｡非親里とは父母より七世以内に繋

がらざるもののことである｡第五は ｢何れの比丘と雄

ら,非親里比丘尼の手より衣を受くれば,交易を除

き,尼薩嘗波逸提なり｣とあって,比丘と比丘尼との

関係も厳格である｡第六捨堕は ｢何れの比丘と雄も非

親里の居士あるいは居士姉に,衣を乞わば, (然るべ

き)条件を除き,尼薩嘗披逸提なり｡ここにその条件

とは,比丘奪衣の時あるいは失衣の時,これその条件

なり｡｣とある｡奪衣とは,比丘の衣が王のため,ある

いは賊のため,あるいは娼者のため,あるいは何人か

により奪われたることをいうo拾堕第七,第八,算九,

第十はみな衣に関することである,第十一は縞戒とい

って, ｢何れの比丘と雄も絹糸を雑えたる臥具を作ら

しむれば,尼薩音波逸提なり｣とある｡第十二は純黒

なる羊毛の臥具を作ることを禁じている0 第十三は

｢新臥具を作る時,二分は純黒羊毛,第三分は白色羊

毛,第四分は褐色羊毛を取り入るべし｣とあって,こ

れに反すれば尼薩曹波逸投である｡第十四は ｢もし比

丘,新臥具を作らは六年持すべし｡六年以内にかの臥

具を,あるいは拾し,あるいは拾せずして,新臥具を

作らば, 僧の認可を除き, 尼薩音波逸提なり｣ とあ

る,算十五は座臥具のつくり方についての規定｡第十

六は ｢もし比丘,道路を行きて羊毛を得んに,欲する

者は受領すべし｡受領せば,持者なき時は,三由旬を

限りて自ら持するを得｡もしそれを過ぎて持せば,拷

者なくとも,尼薩嘗波逸提なり｣とある｡第十七は,

｢何れの比丘と雄も,非親里の比丘尼をして,羊毛を
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洗わしめ, あるいは染めしめ, あるいは統らしむれ

ば,尼薩音波逸提なり｣とある｡欝十八は, ｢何れの

比丘と雄も, 金銀および銭を捉り, あるいは捉らし

め,あるいは置けるを受 くれば,尼薩曹波逸提なり｣

とあるが,これはやっかいな戒であって,金銀とは黄

金をいい,銭とはカハ～パナ銭 ･銅銭 ･木銭 ･樹腰銭

等,一般に通用するものをいうとある｡今日といえど

も南方仏教の比丘は金銭の所持を禁じられているの

で,旅行の際は,カビヤという在俗のつきそいがその

面倒を見るのであるO紙幣や トラベラーズ ･チェック

は金銭ではないから使用できるという比丘もいるが,

厳密に言うと戒律にふれる｡算十九は ｢何れの比丘と

難も,種々の金銀の売買をなさば尼薩曹披逸提なり｣

とある｡第二十は ｢何れの比丘と経も,種々の(物品)

交易をなさば,尼薩音波逸提なり｣とある｡第二十一

は, ｢十日を限りて,長鉢を畜うるを得,これを過 ぐ

れば尼薩音波逸提なり｣と｡長鉢とは比丘がいつも受

持しているきまった鉢でない余分のいろいろの鉢のこ

とである｡算二十二も比丘の鉢をこわれるまで使用す

べきを規定せるものである｡第二十三は, ｢病比丘の

食味すべき薬あり｡即ち熟声昧･生酷 ･池 ･蜜 ･石蜜な

り｡これ等を入手せば,七日を限りて畜え,食用する

を得,これを過ぐれば尼薩曹波逸提なり｣とある｡算

二十四は雨季に着る衣に関する規定であるゥ第二十五

は他の比丘に衣を与えて後,これを奪いかえしたり奪

わしむれば尼薩音波逸堤である｡第二十六は, ｢何れ

の比丘と雅も,自ら糸を乞い,織師をして衣を織らし

むれば,尼薩嘗波逸提なり｣とある｡第二十七は衣の

作製についてなす比丘の非行のいましめである｡すな

わち ｢や賢者,この衣は我が為に織らるるなり.長 く,

広 く,厚 く為し,好 く織り,敵密にし,滑かに,よく

刷きて作るべし｡我等も亦,恐らく貿者に何者かを贈

るべしクと｡かの比丘は語りて,何物かを贈らば,僅か

托鉢食と経も,尼薩音波逸提なり｣とある｡第二十八は

特施衣についての規定であるO第二十九はア-ランニ

ヤという人里はなれた僧院に住む僧は,三表中の-衣

を民家に預けておけ｡もし何らかの因縁で,盗まれた

りして衣を要れないことがあれば,六日間は許される

が,それ以上,僧衣を着けずにいるなら,憎の認可あ

る場合を除き,尼薩音波逸堤である｡第三十は僧物と

して寄進された利得を自己のものとすれば尼薩音波逸

提である｡

次に,第五の披逸提法 pacittiya は今のべた捨堕

法のように財物に関する罪ではなく,妄語 ･両舌 ･殺

畜生 ･~飲酒等のどとき執着心や煩悩に関する罪であっ

て12条ある｡ この罪を犯した者は別衆 ga丘aすなわ

ち3人の比丘の中で憾悔せねばならぬ｡字義は前述の

通りであるが,漢訳では単堕と訳されている｡このう

ち特に注目されるのは,比丘が地を掘ったり掘らせた

りすることや,草木を伐ることも禁ぜられていること

である｡筆者はセイロンで数か月間僧院生活をしてい

たが,比丘になってから間もなく,仏像に花を供養し

ようと思って無憂樹の花を手折ろうとしたら,飛んで

来た見習僧に制止されたことがある｡僧院の中に草が

生えていても,比丘は掃 くことはできても等を抜きと

ることはできない｡かくの如 く不殺生戒は極めて厳格

であって,虫の入った水を草または土の上に撒布する

ことも禁じられている｡虫が死ぬからである｡また比

丘が比丘尼を教戒するについての戒も厳格である｡僧

伽から選任された比丘のみしか,比丘尼の教誠はでき

ないし,また日没後の教誠は禁じられている｡比丘と

比丘尼とが予め約束して同一船に乗ることや同行する

ことも禁じられている｡また非時すなわち正午すぎか

ら翌日の天明に至るまでに食事をすることも禁じられ

ている｡また今日得た食物を明日食べることも禁じら

れているりまた ｢かくの如きは美味の食なり｡即ち斬

･生醸 ･池 ･蜜 ･砂糖 ･魚 ･肉 ･乳 ･凝乳なり｡何れ

の比丘と雄も,無病にして是の如き美味の食を自らの

為に乞いて食すれば波逸提なり｣とある｡また ｢何れ

の比丘と雑も女人と独りにて秘密に坐すれば披逸提な

り｣とある｡また ｢出征軍を観るために行 く｣ことも

禁じられている｡スラー酒 (小麦酒 ･餅酒 ･米酒 ･酵

母酒 ･これらの合酒)やメーラヤ酒 (花酒 ･果酒 ･蜜

酒 ･甘庶酒 ･合酒)を飲むことも禁じられている｡ま

た指で擦ること,水中にて嬉戯することも禁じられて

いる｡ ｢比丘があらかじめ約束して女人と同じ道を行

けば,一乗落の間と雄も放逸提なり｣とあるO

次に,第六の提舎尼法 patidesaniyaとは,｢他に

告白すべき｣の意で,漢訳では悔過と訳している｡他

人に対し告白憶悔すべき罪にして食事に関する4か条

からなっている｡この罪を犯した者は一人の比丘に対

して儀悔しなければならぬ｡

次に,第七の衆学法 sekhiyaとは,原語は学習の

義で,これは罪の名ではなく,食事の仕方,説法の仕
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方,在家の人に近づく時の注意すべきこと等,多くの

学ぶべき威儀作法をのべたもので,これに反する行為

をなせば突書羅罪 (充語 du等krtaの音訳,悪作と訳

し,軽罪である｡パーリ語は dukkata)となる｡ こ

れに75粂あり,漢訳では四分律 ･五分律共に100条あ

る故に古来百衆学と呼ばれる｡これを故意に犯した時

は上座比丘に対して俄悔せねばならぬが,故意でない

時は,自己の心中で俄悔すればよい｡この中には托鉢

に行 くときの注意,すなわち ｢我更らに得んと欲して

汁あるいは加味物を飯をもって覆わざるべし｣という

ようなものもある｡ さらに食事のときの注意として

は,手を全部口の中に入れるなとか,飯球を口の中に

含みながら物を言わざるペしとか,頻を脹らして食べ

てはならぬ等と規定されている｡ また説法について

ち,病人でないのに傘をさしたり,杖を持ったり,乱

れた姿勢にて坐せる者に説法してはならぬとある｡こ

れがセイロンでラジオ放送による説教の可否が問題に

なった｡乱れた姿勢で放送をきく人があるかも知れぬ

からである｡また比丘は病なくして,立ちながら大小

便をしてはならないとも規定されている｡

次に,第八の滅辞法 adhikarapasamathaとは,

これは罪の名ではなくして,僧田内に起こらんとし,

あるいは起こっている紛議を鎮める方法をあげたもの

で,これによって適当に紛議を鎮めえないときは上座

が突吉羅罪となる｡これに7種あって,七滅辞といわ

れる｡経分別の中では単に名目だけあげてあるが,小

品第四滅評篇には委しく説かれているO

以上で比丘戒が終わったから,次は比丘尼分別につ

いて述べるべきであるが,現在,比丘尼僧伽は滅亡し

てしまっているので▲), 詳しく述べる必要はあるま

い｡ただ比丘尼は女性なるが故に比丘の戒よりもより

一層細かくいろいろのことが規定されている.比丘の

場合は四披羅夷であったのが,比丘尼の場合は八波羅

夷に増加している｡たとえば,｢何れの比丘尼と難も,

染心をもって染心ある男子の手を捉るを楽受し,ある

いは衣を捉るを楽受し,あるいは共に立ち,あるいは

共に語り,あるいは共に期して行き,あるいは男子の

来るを楽み待ち,あるいは昇処に入り,あるいはかの

4) セイロンやビルマやタイ国にも剃髪して衣をつけ

た尼僧を見かけるが,彼女たちは比丘尼戒を保っ

ていないので,厳密には比丘尼とは言えない｡自

らも優凄夷 tlp豆sik豆と称している｡

染法を行ずるため,そのために身を相近寄せれば,こ

れまた波羅夷にして共住すべからざるものなり｡これ

八披羅夷なり｣とある｡

次に,比丘尼の僧残法は17戒あって,そのうち7戒

は比丘戒僧残に同じ｡比丘尼の拾堕法は30戒あって,

そのうち18戒は比丘戒と共通である｡また比丘尼の披

逸提法は166戒あって,そのうち70戒は比丘戒と共通

である｡ しかし, そのなかには ｢何れの比丘尼と錐

も,香 ･脂粉を塗れば披逸提なり｣等,女性特有の戒

も含まれている｡また比丘尼は比尼より低 く見られて

いるので,比丘尼は比丘の前で許を得ずして,座妹に

ついたり,質問をしたりすると波逸操になる｡次に比

丘尼の投合尼法は8戒あって,比丘戊と共通のものは

ない｡比丘尼の衆学法は比丘戒と共通である｡滅評法

も比丘戒と共通であるO

以上は南伝大蔵経の第一 ･第二両巻におさめられて

いる｡その第三巻は律蔵の第二部である鍵鹿部Khan･

dhakaである｡

2.鍵皮 Khandhaka

鍵度は教団のいろいろの制度規定行事を説き,その

成立の事情を述べている｡大品はその前篇で10軽度か

らなっている｡

第-大軽度は仏陀の成道から舎利弗 ･目鍵連の出家

にいたる因縁を説き,具足戒を授 くることに関する種

々の場合と,その規定を明らかにしている｡第二は布

薩鍵皮で,布薩の起源とその行事規定を述べ,第三は

入雨安居軽度で,雨安居の起源やその時期,雨安居中

の心得等を規定し,第四の自窓軽度では,自窓の起源

とその日の行事規定がのべられている｡ 第五は皮革

軽度,第六は薬鍵度,第七は迦耗那衣鍵皮,第八は衣鍵

皮,第九はチャンバー鍵皮,第十はコーサンビー軽度

である｡これで南伝大蔵経の第三巻を終わり,第四巻

は律蔵四の小品で,これは大品に続き軽度部の後半を

なし,12硬度に分かれている｡第-の粕磨硬度とは苦切

掲磨･依止掲磨･駆出粕磨 ･下意粕磨および3種の挙罪

掲唐を制定した因縁とその方法を説いている｡第二は

別住種皮で,別住等の処分を受けた比丘の行法を説い

ている｡第三は集種皮で,僧残罪を犯した比丘に対す

る処分を説いている｡第四は滅評軽度で,僧伽内で幹

事を滅する種々の方法を説いている｡第五は小事硬度

で比丘生活の資具その他種々の事項に関する規定を収

めている｡第六は臥具種皮で精舎の建立および臥坐具
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I,=関する因縁規定を述べている｡第七は破僧硬度で釈

迦族の7人の童子等の出家の因縁と提婆達多の破僧の

事を説き,第八は儀法軽度で僧団における行儀作法の

事例を集め,第九は遮説戒軽度で罪を犯した比丘は説

戒を許さないこと,第十は比丘尼種皮でこの中で摩言可

波間披提出家の因縁と八重法や蓮華色比丘尼の因縁等

が説かれ,比丘尼僧伽の諸規定が説明されている｡第

十一は五百結集軽度で,シャカ入滅の雨安居に摩言可迦

葉を上首として王舎城において第-回結集を行ない律

蔵と経蔵が成立し一たこと,第十二は七百結集軽度で,

仏滅後 100年に毘舎離の抜聞子等十事の非法を説き,

比丘等毘舎離城に集会して,その是非を論じたことが

述べられている｡

以上で南伝大蔵経の第四巻を終わ′り,第五巻は後篇

pariv豆raである｡

3. 後篇 pariv豆ra

これはパーリ律蔵の第三部で,律蔵の附録的部分を

なしている〔ここでは律蔵の主要部である経分別と硬

度の前二部分に説いてあることの綱要をあげ,また律

学上の諸問題を論書的にまとめたもので,偶として記

述しているところが多い｡漢訳律のうち,この部分に

相当するものもいくつかあるが,その内容は前2部と

異なりほとんど全 く相違している｡それ故に,この部

の成立は遥かに後のものと推定される｡本書巻下の候

文によれば,この書はディーパ Dipaなる大徳が諸弟

子の便に供せんがために作ったもので, pariv豆raと

いうのは,教法を囲娩する pariv豆retiが故なりとし

ている｡その内容は以前のものと重複するので省略す

る｡

さらに,この巻には波羅提木叉 patimokkhaが付

記されている｡これは戒本とも称せられ,比丘 ･比丘

尼の守るべき法典の条文 (学処)を集成したものであ

る｡一週一度.もしくは二週一度の布薩に,地方の教団

が集まり,上座がこれを読み聞かせ,戒条に触れた者

は告白せしめるものである｡その内容は8項に分かた

れ,-,波羅夷 (追放罪)は極刑で,これを犯した者

は教団から追放される｡二,僧残 (停止罪)は披羅夷

に次ぐ重罪で,これを犯した者は教団から別住を課せ

られ, その間,僧権を停止される｡三,不定 (認定

罪)は犯行を 目撃した信ずべき優婆夷の 申立てによ

り,その罪を判定されるもので比丘戒に限るC四,尼

薩音波逸提 (没収罪)は規定に反する衣鉢等の資具を

所有し,また不法態度のある時,その物品は教団にi'i

収される｡五,波逸援 (悔過罪)は3人の比丘の中で

懐悔することにより罪が許されるものである｡六,堤

舎尼 (曹白罪)は一人の比丘に対して告白せねばなら

ない｡七,衆学は罪名ではなく,威儀作法を規定した

もので,これに反する時は突吉羅罪となる｡故意に犯

した時は上座比丘に憾悔すればよく,故 意でない時

は,自己の心中にて憤悔すればよいっ八,滅揮法はこ

れも罪名ではなく,教団におこった紛辞を治める方法

である｡これによって適当に治めない時は,上座が失

言羅となる｡

既に述べたように南伝パーリ律では比丘戒は227条,

比丘尼戒は311条であるが,溝訳諸部,充本,西蔵伝

ではそれと相違があるので,その対照表が本巻末に附

録としてのせられている｡

(追記)

最近,教団ならびに戒律に関する二つの重要な研究

書が出版されたので,その書名と内容の目次だけを列

記しておく｡

1. 佐藤密雄著 ｢原始仏教教団の研究｣東京山喜房仏

書林刊

(1)序説 (2)出家と比丘 (3)比丘の入団と依止 (4)

僧伽の組織 (5)僧伽の評事と滅辞 (6)僧伽に於け

る懲罰鵜磨 (7)戒経と安居 ･布薩 (8)律制と浄法

(9)仏教の衣制 (10提婆の破憎と第-結集 (附録)

フラウワルナー氏作製の古軽度について 索引

2. 平川彰著 ｢律蔵の研究｣東京山喜房仏書林刊

(1)律蔵の資料論的意義 (2)漢訳律典翻訳の研究

(3)経分別の成立より見た諸律の新古 (4)披羅提木

叉の研究 (5)仏伝より見た受戒軽度の新吉 (6)軽

度部組織の原型の研究 (7)七百輝度より見た律蔵

の形態 (附録)律蔵に引用される経典 索引

両書とも内外の研究成果を基礎にしたこの方面の劃

期的研究業績である｡従来いろいろの意味で,この方

面の研究は忘れられていたが,最近両書の出版によっ

て,この方面の研究に非常な刺戟を与えたといえるで

あろう｡
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